






インスリン治療中の若年型小児糖尿病患者に関しては,投与したインスリンの

作用の過剰によって生じる低血糖が治療上の極めて重要な問題としてとりあげ

られている。重症の低血糖は放置されれば生命の危険にさえつながるので,低

血糖の発生を予防しまた発生時に適切な処置をとるために非常な努力が払われ

ている。しかしそれ程重症でない低血糖でも,患者はそのために生活の流れを

中断されるし,また平素から大きな不安を抱いていることが多い。


